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「錯視コピー人間」
左の着物のパターンは色依存のフレーザー・ウィルコックス錯視で、明るい
ところでは拡大、暗いところでは縮小して見える。中央の着物はカフェウォ
ール錯視の柄で、灰色の水平線が交互に傾いて見える。右の着物は「蛇
の回転」柄で、円盤が回転して見える。
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《賛助会員》 日本化薬 東京大学・大学院
池上通信機（株）技術研究所 日本電気 東京海洋大学
三徳商事（株）海外事業部情報電子部情報機器課 日本ビクター 東京眼鏡専門学校
（株）ソリッドレイ研究所 パイオニア 東京工業大学・大学院
（株）東芝デジタルメディアネットワーク社 浜松ホトニクス 東京工芸大学
（株）フォーラムエイト 日立製作所 東京国際大学
（株）リコー 研究開発本部 事業企画室 日立製作所日立研究所 東京電機大学
リードエグジビション ジャパン（株） ビューマジック 東京理科大学

平原生産技術事務所 東北大学
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ フィールドノート 東北メディカル学院

フォトクラフト社 徳島大学
《一般会員》 フクダSSLab 徳山大学

富士写真光機 鳥取短期大学
○ 企業・研究所 富士ゼロックス 豊橋技術科学大学
IMAGICA 富士通研究所 名古屋大学
ＮＨＫ技術局 富士フィルム 名古屋経営短期大学
NHKメディアテクノロジー 富士見光学 新潟大学
ＮＨＫ放送技術研究所 ベルエンタープライズ社 日本大学
ＮＴＴサイバースペース研究所 本田技術研究所 日本工業大学
SMG EFFECTS INC マックレイ 日本女子大学
SoftCube 松下電器産業 日本福祉大学
Technical Division,SFB Inc. 松下電工 羽衣国際大学
アイスキューブ 三菱電機 兵庫医科大学
アップルボックス 三菱電機中央研究所 福岡工業大学短期大学部
アネルバ ヤマハ 文教大学
有沢製作所 横浜大世界 北海道大学
アレイ 米田写真工房 北海道工業大学
石川光学造形研究所 理化学研究所 明治大学
イメージリンクス リコー 山口大学
インフォマティクス 立体技研 立教大学
宇宙航空研究開発機構 安川電機 立命館大学
エヌエスディ 他 早稲田大学
応用光学研究所 他
沖データ ○ 教育機関
オリンパス 愛知淑徳大学 ○ 医療機関
機器研究会 会津大学 飯塚眼科医院
北九州インベーションギャラリー 朝日大学 エンゼル小児科医院
キヤノン 岩手大学 国立がんセンター東病院
産業技術総合研究所 岩手医科大学 小林歯科クリニック
ジーアイティー 愛媛大学 多根記念眼科病院
シーフォン 大阪大学 東京医科大学病院
静岡第一テレビエンタープライズ 大阪教育大学 東邦大学医学部附属大森病院
シチズンホールディングス 大阪工業大学 中島眼科クリニック
シャープＡＶＣ研究所 大阪市立大学 他
シャープ次世代商品開発センター 岡山大学
シャープ応用システム研究所 小山工業高等専門学校 ○ 団体（ＮＰＯ等）
シャープﾒﾃﾞｨｱﾀﾌﾞﾚｯﾄ事業推進ｾﾝﾀｰ 香川高等専門学校
情報通信研究機構 川崎医療福祉大学 ○ 海外
シルバーリハビリテーション協会 関西大学
スガ・マリンメカニック 岐阜医療科学大学 ○ 個人・学生
スタジオロータス 九州大学
政策調整局科学技術振興課 九州産業大学 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
先端映像研究所 京都工芸繊維大学
ソニー 京都精華大学 《会誌提供機関》
ソニーPCL 金城学院大学 ＮＨＫ放送技術研究所　研究企画（研究資料室）
ティ・アンド・ティ･エス 慶応義塾大学 科学技術振興機構
ディジタルメディアプロフェッショナル 神戸女子大学 岐阜県科学技術振興センター
デジタルキャンプ 埼玉大学 国立図書館
デンソー 埼玉工業大学 東京都歴史文化財団　東京都写真美術館図書館
東京システム複合技術研究所 静岡大学 日本科学技術情報センター
東芝 芝浦工業大学
東芝研究開発センター 女子美術大学 《販売会社》
巴工業 鈴鹿医療科学大学大学院 旭屋書店
トヨタ自動車 仙台高等専門学校 オークラ情報サービス
豊田中央研究所 宝塚造形芸術大学 ＫＩＰ　ＰＥＰＡ
ナナオ 詫間電波工業高等専門学校 東方書店
ナノックス製造部 千葉大学 日本出版貿易
ナムコ 中央大学 丸善
ナル・コーポレーション 中京大学
ニコン 帝京大学附属放射線学校 《広告》
ニデック技術部技術管理課 帝京平成大学 （株）フォーラムエイト
日本海洋 デジタルハリウッド大学・大学院
日本カメラ博物館 電気通信大学・大学院

主な会員（五十音順）
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映像新時代を担うＳ３Ｄ投影技術と多数の実践例を紹介 
【Ｓ３Ｄプロジェクションマッピング・シンポジウム】 

 
主催：三次元映像のフォーラム・三次元映像学会 (兼 103 回研究会) 

後援・協力：クリスティ・デジタル・システムズ 

                                                                                             

【趣旨】最近は、平面に映像を投影するばかりではなく、建物や造形物など凹凸のある特殊な形状の面や、また様々

な色彩の壁面にプロジェクションする手法が広く使われるようになってきました。特に、その形状などの特性を活かした

映像を構成し、空間的な広がりを感じさせる、より迫力のある、また臨場感のある映像空間を生み出しています。昨今

では、大きなイベントをはじめ、展示、教育などの目的にもプロジェクション・マッピングが広く使用されるようになって来

ています。また、これを実現させるための様々な機器、ツールソフトなどが開発されてきており、一段と使いやすくなって

きています。本シンポジウムでは、その一端をご紹介します。 また、展示デモでは、映像の中に入れるＶＲ空間（仮想

世界）を実際に体感して頂ければとも考えています。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【日時】 平成２５年（２０１３年）４月２５日（木）  

【受付開始】 ９：００～（ｸﾘｽﾃｨ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｼｽﾃﾑｽﾞのｼｮｰﾙｰﾑにて） 

【体験見学】 午前９：３０～１３：３０、１階（ｸﾘｽﾃｨ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｼｽﾃﾑｽﾞのｼｮｰﾙｰﾑにて） 

【講演時間】 １３：００～１７：００  

【講演会場】 有明フロンティアビル Ａ棟 ４階 会議室 

【住所】 東京都江東区有明三丁目 7 番 26 号  

【地図・ｱｸｾｽ】 http://www.tokyo-teleport.co.jp/b/ariake/access.html 

【最寄駅】 ゆりかもめ「国際展示場正門」駅、りんかい線「国際展示場」駅、都営バス「国際展示場正門

駅」 より徒歩５分 

  

【会費】 ３Ｄフォーラム会員無料、一般３０００円（資料・DVD 代含む：当日会場にてお支払い下さい。） 

メディアの別売も致します。頒布価格：2500 円  

【定員】 ８０名（事前登録をお願い致します。定員になり次第締め切ります。） 

【登録】 hagura@hyper.ocn.ne.jp にて登録をお願います。「ＰＭｼﾝﾎﾟ申込み」と記して下さい。 

      （氏名、所属[企業、大学、研究機関、部署等]、連絡先[電話、E-Mail 等]をお知らせ下さい。） 

【連絡】 三次元映像のフォーラム (担当：羽倉)、協力：クリスティ・デジタル・システムズ 

【HP】   www.s3dforum.com 【UST】 www.ustream.tv/recorded/13050932 

【書籍】 www.asakura.co.jp/books/isbn/978-4-254-20151-2/ 

      www.asakura.co.jp/G_12.php?isbn=ISBN4-254-20121-4 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

《プログラム》                    座長：羽倉 弘之 (三次元映像のフォーラム：代表幹事) 

１３：３０～１４：００ 講演 １  『最新プロジェクターが活躍する世界の現場事例と未来の形』 

吉田 ひさよ （クリスティ・デジタル・システムズ） 

１４：００～１４：３０ 講演 ２  『３Ｄプロジェクションマッピング（仮題）』 

浦島 啓 （３DPM ASIA） 

１４：３０～１５：００ 講演 ３ 『ムービングプロジェクターによる空間演出』 

根岸 康雄 （東芝エルティーエンジニアリング） 

１５：００～１５：１５ 休憩  コーヒーブレイク 
 
１５：１５～１６：００ 講演 ４  『プロジェクションマッピングの拡がるフィールド』 

石多 未知行 （プロジェクションマッピング協会） 

１６：００～１６：４５ 講演 ５  『プロジェクタを活用した映像表現の多様性』  

杉森 順子 （愛知工科大学） 
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プロジェクションとプロジェクションマッピングと
３Dプロジェクションマッピング

69



神奈川県出身
東京造形大学修士課程卒
大学在学中より映像制作を開始
在学中よりフリーランスとして活動
2003年映像制作団体「PUREDUST」として活動開始
ステージ（舞台、コンサート等）で使う映像コンテンツを主に作成。
同時にシステムプラン、オペレーションシステム等
ハードウェアシステム構築も請け負い、映像クリエーター、
アーティスト、VJなどとコラボ。
2013年照明デザイナー集団「colore」の会社設立に参加。
取締役としてプロジェクションマッピング事業部主任に就任。

浦島啓（ウラシマケイ）
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プロジェクションとは
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プロジェクションとは

壁やスクリーンに映像を打つこと→投射
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プロジェクションマッピングとは
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プロジェクションマッピングとは

対象物（壁や建物、オブジェ）の形を考慮して
映像を制作、投射すること。
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３Dプロジェクションマッピングとは
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３Dプロジェクションマッピングとは

対象物（壁や建物、オブジェ）の形を考慮して
映像を制作、立体物のゆがみ等を補正して投
射する。
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プロジェクターの原理

対象物の反射した光を見て映像を認識する・・・
間接照明
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プロジェクターの原理

対象物の反射した光を見て映像を認識する・・・間
接照明

反射するのにいいのは白、黒は光を吸収する。
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プロジェクターの原理

対象物の反射した光を見て映像を認識する・・・間
接照明

反射するのにいいのは白、黒は光を吸収する。

プロジェクションは「映像と照明の間」
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プロジェクションマッピングの作り方
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３Dプロジェクションマッピングの作り方
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カメラ位置の指定

82



カメラ位置の指定
ビューポイントの指定
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カメラ位置の指定
ビューポイントの指定
ゆがみの補正
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ムービングプロジェクターによる空間演出 

－映像がムービングする楽しさ－ 

 

東芝エルティーエンジニアリング株式会社 

アートライティング事業部 根岸 康雄 

Ⅰ ムービングプロジェクターとは 

１．プロジェクターを装備した本体ヘッド部が 縦・横方向にスムーズに動くことにより映

像を 

 天井／壁／床のあらゆる所に映像を投影，移動させる事が可能になったプロジェク

ター  

２．プロジェクターが首をふる事により広がる演出空間 

Ⅱ ムービングプロジェクター使用した演出例 

１．商業施設での演出 

２．博覧会での演出 

３．展示スペースでの演出 

４．ブライダル演出 

５．舞台演出 

Ⅲ ムービングプロジェクターに欠かせないアイテム 

１．コンテンツ     ： フレームを意識させないコンテンツ 

２．明かり（照明）   ： 映像と明かりで演出空間が広くなる 

３．スクリーン     ： 空間全体がスクリーン 

４．メディアサーバー  ： あれば、投射位置を選びません 

Ⅳ まとめ 

 ・ 面表現から空間表現へ 

・ ムービングプロジェクターはプロジェクションマッピングにおける１つの Tool  
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「プロジェクションマッピング」
の広がるフィールド

一般財団法人プロジェクションマッピング協会
（Projection Mapping Association of Japan / PMAJ）

石多 未知行
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<Real> + <Virtual>
実体 映像

[ Projection Mapping ]
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プロジェクションマッピングとは？

「プロジェクションマッピング」とは、実体＜リアル＞と映像＜バーチ
ャル＞をシンクロさせる映像手法で、その両者の融合が生み出す魅力的な
世界観はいま世界中で注目を集めています。映像やコンピュータグラフィ
ック等をスクリーンの様な平面に単純投映せず、建築や家具などの立体
物、または一様に平らではない面にプロジェクター等で投映します。その
際、映像素材には投影対象と同じ立体情報や表面情報を持たせたものを用
意し、投射の際にぴたりと重なり合う様にします。対象とシンクロした映
像に動きや変化が起ると、実際の対象物が動いたり、変形したり、または
自ら光を放っている様に感じさせる幻想的な映像表現です。更に錯視効果
を用いる事でダイナミックな立体感、空間感を演出することもできます。
　プロジェクションマッピングの＜マッピング＞（マップする）とは、映像
を対象に「貼り合わせる」という意味があります。
※他にビデオマッピングや3Dマッピング、ビジュアルマッピング、3Dプロジェクションマッピング等とも呼ばれます。
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プロジェクションマッピングの歴史

　近年そのインパクトで急速に注目を集め、東京駅で行われた大規模な企画で日本でも市民
権を得た「プロジェクションマッピング」という映像表現。最新技術と謳われることもあり
ますが、ベースにある考え方や手法は実は古くから様々な場所で行われていました。プロジ
ェクターが様々なクリエイターの手に渡った時から、それを使った新たな表現を求め、その
流れの中で15年以上前から自然発生的に生まれてきました。特に舞台やイベント、ビデオア
ートやインスタレーションといわれる表現の世界では早くから取り組まれ、メディアアート
としても試行錯誤が行われています。当時「プロジェクションマッピング」という言葉はあ
りませんでしたが、今に置き換えると同じ手法であったものがいくつもあります。

　では、今なぜこれほど注目を集めるようになったのか？

　機材や映像技術の発達による所が大きく、特に屋外のフィールドでは高輝度なプロジェク
ターがクリエイターの手に届くようになり、欧米で大規模なプロジェクションが試みられ始
めます。そしてその作品のスケールや完成度から大きなインパクトと話題を与えました。
　また、インターネットが普及してきた背景もあり、YOUTUBEやVimeo等で急速に話題が拡
散しはじめます。そうした中で、表現の説明から「プロジェクションマッピング」「ビデオ
マッピング」や「マッピングプロジェクション」または「3Dプロジェクションマッピング」
と言った言葉が流れ始めます。
　近年の日本でも、各種メディアで数多く紹介される様になり、イベントやアミューズメン
トパーク、季節のイベント等でも使われ親しまれるようになってきました。
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プロジェクションマッピングの考え方

丸い造作のある壁
映像を単純に投影
（プロジェクション） 丸い形に切り抜く（マスク）

一番簡単な映像マッピング

立体感のある映像をマッピング
3Dマッピング さらに陰影を付けて実在感を出す 周辺環境も含めて演出し、

よりリアリティのある演出を施す
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プロジェクションマッピングの考え方

実体のある椅子

椅子と同じ形をした映像

椅子自体が動き光を放つように見える
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立体的な効果を生む視点について

四角い造作のある壁 右下からの視点

実際にはない側面や光と陰を映写 壁が立体的に飛び出して見えてくる 反対側の視点では歪んで見えてしまう
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プロジェクションマッピングの主なシーン

アート
メディアアート

ゲーム
IT・デジタルサイネージ

観光・地域活性

広告・ビジネス

エンターテイメント

地域ブランディング

教育・福祉

Projection
Mapping

ワークショップ

舞台美術

インスタレーション

PV
パフォーマンス

スポーツ

音楽ライブ演出

ファッションショー
イベント演出

環境美術
都市計画・建築

観光コンテンツ

学習ツール

デジタルへの入り口

広告・CM

AR・VR 展示会

建築・インテリア・ディスプレイ

サイン

歴史・文化学習

ライティング

標識
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• 広告・ビジネスとして

• 観光・地域活性として

• エンターテイメントとして

• アートとして

• 教育・福祉として

プロジェクションマッピングの利用
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広告・ビジネス（プロモーション、CM）

97



広告・ビジネス（展示会・ディスプレイなどで）
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観光・地域活性
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アート・パフォーマンス
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エンターテイメント
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教育の場で・体験するアートとして
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プロジェクションマッピングに必要な要素

• 2D、3D映像制作技術

• 映像機材・運営技術

• 映像マッピング技術

• 音楽・音響技術

• 建築・空間演出、照明・電気知識・技術

• 演出技術

• イベント運営

• 会場、行政、法規や条例等との調整
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豊かなコンテンツが文化を育む

• 技術を広告手法として捉えると一過性のモノとして、流行廃りで考えてしまう

• 新しい商品を買う様に技術を買うと、単なる流行のファッションになる 

• 真新しさから他に有る様な同様な手法を安易に使わない

• 技術は使うモノであり、技術＝表現だという誤解をなくす

• 表現や目的の為に技術を使うと、技術を考える視点が広がる

• クライアントや出資者が上という関係でのクリエイティブは間違っている

• １つのモノを生み出すチームとしてイーブンな関係でクリエイトするべき

• もの作りの基本的なスタンスを持ち、普遍性のあるモノを生む
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ポイント（ハード、ソフトの機能や想像の枠を超える）

！• プロジェクターを単なる映写機として使わない

• 映像を４：３や１６：９という四角い枠で考えない

• 映像単体で考えず他のものとの連携で考える

• トータルな演出やビジョンから方向性や答えを導きだす

• 場が持っている特質や背景から新たなストーリーを描く

• 現実ではあり得ないことから考えていく
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プロジェクションマッピング協会について

• プロジェクションマッピングの普及啓発活動

• プロジェクションマッピング全般のコンサルティング

• 新技術・新規ビジネスソリューションの開発

• 地域や行政、企業や学校と連携

• 国内外のクリエイターや技術者との交流とネットワーク構築

• 教育・人材育成

http://www.projection-mapping.jp
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Thank you for your attention.
ご清聴ありがとうございました。

一般財団法人プロジェクションマッピング協会
（Projection Mapping Association of Japan / PMAJ）

 石多 未知行
107



108



109



110



111



112



113



Q1

114



Q2

Q3

Q4

115



116



117



118



119



120



121



122



123

mailto:hagura@hyper.ocn.ne.jp;


発表/執筆/展示：連絡書 (FAX/郵送用)： TEL./FAX.: 045-572-7992
(当該項目の口にはチェック記号をご記入下さい。) 記入日：２０　　年　　月　 　日

原稿等送付先：三次元映像のフォーラム    事務局

住所：〒230-0011 横浜市鶴見区上末吉4-12-8 羽倉  弘之  気付

E-Mail：hagura@hyper.ocn.ne.jp　(原稿はメールに添付可能）

発信者：

電話： FAX.： E-mail：

所属：

住所：

自宅住所：

自宅電話： FAX.： E-mail：

口頭発表／□原稿のみ／□既出論文-->□出版者承諾済 予定ページ数（　 　　 　ページ）

題目：

(英文)

口頭発表の場合：□PC, □OHP, □ｽﾗｲﾄﾞ, □VHS, □DVD, □ﾃﾞﾓ, □展示, □その他：

発表者： (英名) (所属)

共同執筆者： (英名) (所属)

共同執筆者： (英名) (所属)

共同執筆者： (英名) (所属)

□随想/□書評 (内容： )

□3D物品紹介 (内容： )

□情報/□案内 (内容： )

□製品/□展示 (内容： )

□その他 (内容：

□広告 (内容： B&W1P：□ 5万円/1回、□ 18万円/年；　カラー1P：□ 8万円/1回、□ 30万円/年

(英名)

所属：

住所：

電話： FAX.： E-mail：

自宅住所：

自宅電話： FAX.： E-mail：

研究会 会場 開催日 原稿締切日 原稿発送予定日

第104回研究会・総会 フォーラム８（予定）  2013年７月(予定）  2013年６月中  2013年    月     日

第105回研究会 東北大学（予定）  2013年９月(予定）  2013年８月中  2013年    月     日

第106回研究会 未定  2013年１２月(予定）  2013年１１月中  2013年    月     日

その他の研究会 各地域  年間を通じ随時開催

備考：発表、展示、デモ等には一切費用が掛かりません。この機会をご利用下さい。

三次元映像のフォーラム：発表、投稿、展示、広告等申込用紙
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「３Ｄ映像」バックナンバー注文用紙 (郵便/FAX用) (申込日：平成      年    月    日)
送付先 氏名： 電話： □ 会員、□ 非会員
所属名： FAX： E-Mail：
住  所：□□□-□□□□
回 年 月 巻数 号数 通巻 非会員 会員(追加)在庫 注文数 指定頁頁数合計金額 備考(執筆者名等)
1 1987 8 1 1 1 1,000 500 有
2 1987 12 1 2 2 絶版 ～

1987 12 会員名簿 絶版
3 1988 3 2 1 3 1,000 500 有
4 1988 6 2 2 4 1,000 500 有

1988 6 特別号 5 絶版 ～
5 1988 7 2 3 6 1,000 500 有
6 1988 9 2 4 7 1,000 500 有
7 1989 1 3 1 8 絶版 ～
8 1989 4 3 2 9 絶版 ～
9 1989 6 3 3 10 1,000 500 有
10 1989 10 3 4 11 絶版 ～
11 1990 1 4 1 12 1,000 500 有

1990 1 会員名簿 絶版
12 1990 4 4 2 13 絶版 ～
13 1990 6 4 3 14 絶版 ～
14 1990 10 4 4 15 1,000 500 有
15 1991 1 5 1 16 1,000 500 有
16 1991 4 5 2 17 絶版 ～
17 1991 6 5 3 18 絶版 ～
18 1991 10 5 4 19 1,000 500 有
19 1992 3 6 1 20 絶版 ～
20 1992 6 6 2 21 絶版 ～
21 1992 11 6 3 22 絶版 ～
22 1993 1 7 1 23 1,000 500 有
23 1993 3 7 2 24 1,000 500 有
24 1993 7 7 3 25 1,000 500 有
25 1993 10 7 4 26 1,000 500 有
26 1993 12 7 5 27 1,000 500 有
27 1994 4 8 1 28 1,000 500 有
28 1994 6 8 2 29 1,000 500 有
29 1994 10 8 3 30 1,000 500 有
30 1995 1 9 1 31 1,000 500 有
31 1995 3 9 2 32 1,000 500 有
32 1995 7 9 3 33 1,000 500 有
33 1995 9 9 4 34 1,000 500 有
34 1995 1 9 5 35 1,000 500 有
35 1996 1 10 1 36 1,000 500 有
36 1996 4 10 2 37 1,000 500 有
37 1996 7 10 3 38 1,000 500 有

1996 7 会員名簿 絶版
38 1996 10 10 4 39 1,000 500 有
39 1997 1 11 1 40 1,000 500 有
40 1997 5 11 2 41 1,000 500 有
41 1997 9 11 3 42 1,000 500 有
42 1997 12 11 4 43 1,000 500 有
43 1998 1 12 1 44 1,000 500 有
44 1998 5 12 2 45 1,000 500 有
45 1998 9 12 3 46 1,000 500 有
46 1998 12 12 4 47 1,000 500 有
47 1999 1 13 1 48 1,000 500 有
48 1999 5 13 2 49 1,000 500 有
49 1999 9 13 3 50 1,000 500 有
50 1999 12 13 4 51 1,000 500 有

「３Ｄ映像」バックナンバー注文用紙 (郵便/FAX用) (申込日：平成      年    月    日)
送付先 氏名： 電話： □ 会員、□ 非会員
所属名： FAX： E-Mail：
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住  所：□□□-□□□□
回 年 月 巻数 号数 通巻 非会員 会員(追加)在庫 注文数 指定頁頁数合計金額 備考(執筆者名等)
51 2000 3 14 1 52 1,000 500 有
52 2000 6 14 2 53 1,000 500 有

2000 6 総目次 絶版
53 2000 9 14 3 54 1,000 500 有
54 2000 12 14 4 55 1,000 500 有
55 2001 3 15 1 56 1,000 500 有
56 2001 6 15 2 57 1,000 500 有
57 2001 9 15 3 58 1,000 500 有
58 2001 12 15 4 59 1,000 500 有
59 2002 3 16 1 60 1,000 500 有
60 2002 6 16 2 61 1,000 500 有
61 2002 9 16 3 62 1,000 500 有
62 2002 12 16 4 63 1,000 500 有
63 2003 3 17 1 64 1,000 500 有
64 2003 5 17 2 65 1,000 500 有
65 2003 8 17 3 66 1,000 500 有
66 2003 12 17 4 67 1,000 500 有
67 2004 3 18 1 68 1,000 500 有
68 2004 5 18 2 69 1,000 500 有
69 2004 9 18 3 70 1,000 500 有
70 2004 12 18 4 71 1,000 500 有
71 2005 3 19 1 72 1,000 500 有
72 2005 6 19 2 73 1,000 500 有
73 2005 9 19 3 74 1,000 500 有
74 2005 12 19 4 75 1,000 500 有
75 2006 3 20 1 76 絶版 ～
76 2006 5 20 2 77 1,500 700 有
77 2006 9 20 3 78 1,500 700 有
78 2006 11 20 4 79 絶版 ～
79 2007 3 21 1 80 2,000 1,500 有
80 2007 6 21 2 81 絶版 ～
81 2007 9 21 3 82 2,000 1,500 有
82 2007 12 21 4 83 2,000 1,500 有
83 2008 3 22 1 84 2,000 1,500 有
84 2008 6 22 2 85 絶版 ～
85 2008 9 22 3 86 2,000 1,500 有
86 2008 11 22 4 87 2,000 1,500 有
87 2009 3 23 1 88 絶版 ～
88 2009 7 23 2 89 絶版 ～
89 2009 10 23 3 90 2,000 1,500 有
90 2009 12 23 4 91 2,000 1,500 有
91 2010 3 24 1 92 2,000 1,500 有
92 2010 6 24 2 93 2,000 1,500 有
93 2010 9 24 3 94 2,000 1,500 有
94 2010 12 24 4 95 2,000 1,500 有
95 2011 3 25 1 96 2,000 1,500 有
96 2011 6 25 2 97 2,000 1,500 有
97 2011 9 25 3 98 2,000 1,500 有
98 2011 12 25 4 99 2,000 1,500 有
99 2012 3 26 1 100 2,000 1,500 有
100 2012 7 26 2 101 2,000 1,500 有
101 2012 9 26 3 102 2,000 1,500 有
102 2012 12 26 4 103 2,000 1,500 有
103 2013 4 27 1 104 2,500 2,000 有
備考：送料は当方が負担します。 合計

ご注文は本用紙にご記入の上、下記の郵便振替、銀行振込 総合計

ないしは現金書留にてご送金下さい。ご入金確認後、お送り致します。

なお、在庫切れになりました場合は、ご容赦下さい。ご返金致します。

また、絶版号のみ３０円/１ページで指定ページの複写をお受け致します。

なお、間違いを防ぐために、代表筆者名などを備考欄にご記入下さい。

注文書送付先 : 〒230-0011　横浜市鶴見区上末吉4-12-8 　 Tel./Fax.: 045-572-7992

羽倉弘之 宛   (「３Ｄ映像」バックナンバー担当幹事)

郵便振替口座番号：００２６０－８－１１２７３８　振替口座名義：三次元映像のフォーラム

銀行口座：みずほ銀行 綱島支店 普通預金 口座番号：2152753　口座名：三次元映像のフォーラム

請求書 : □要,  □不要,   領収書 : □要,  □不要        

入金方法 : □銀行振込,  □郵便, □現金書留（銀行振り込みの場合は、ご連絡をお願いします。）

127



128

mailto:hagura@hyper.ocn.ne.jp;


池　内　克　史　（東京大学 教授）
出　澤　正　徳　（電気通信大学 名誉教授）
辻　内　順　平　（東京工業大学 名誉教授）
奧　山　文　雄　（鈴鹿医療科学大学大学院）
寺　島　信　義　（早稲田大学 教授）

尾　上　守　夫　（東京大学 名誉教授）
畑　田　豊　彦　（東京眼鏡専門学校 校長）
竹　内　　　修　（亜細亜画像研究所）
濱　崎　襄　二　（東京大学 名誉教授）
舘　　　　　暲　（慶應義塾大学 教授）

羽倉　弘之　（デジタルハリウッド大学院 特任教授/東京国際大学）

青　木　輝　勝　（東北大学）
石　井　勢津子　（美術家）
石　川　　　洵　（石川光学造形研究所）
石　本　　　光　（日本ライトン） 
伊　藤　裕　二　（フォーラムエイト）
稲　見　雅　彦　（慶應義塾大学）
岩　田　藤　郎　（元凸版印刷）
内　田　龍　男　（東北大学）
大　口　孝　之　（映像ジャーナリスト）
大　場　省　介　（SONY PCL）
小佐野　峰　忠　（会津大学）
可　児　一　孝　（滋賀医科大学）
加　納　　　裕　（ソフトキューブ）
河　合　隆　史　（早稲田大学）
河　合　輝　男　（(財)NHK エンジニアリングサービス）
河　口　洋一郎　（東京大学）
神　部　勝　之　（ソリッドレイ研究所）
北　岡　明　佳　（立命館大学）
草　原　真知子　（早稲田大学）
久保田　敏　弘　（元京都工芸繊維大学）
桑　山　哲　郎　（キヤノン）
佐　藤　隆　夫　（東京大学）

佐　藤　　　誠　（東京工業大学）
柴　田　隆　史　（早稲田大学）
島　井　博　行　（電気通信大学）
杉　山　知　之　（デジタルハリウッド大学/大学院）
角　　　文　雄　（埼玉工業大学）
陶　山　史　朗　（徳島大学）
妹　尾　孝　憲　（情報通信研究機構）
鉄　谷　信　二　（東京電気大学）
苗　村　　　健　（東京大学）
中　嶋　正　之　（東京工業大学）
二　唐　東　朔　（シルバーリハビリテーション協会）
野　嶋　琢　也　（電気通信大学）
橋　本　信　幸　（シチズン時計）
服　部　知　彦　（シーフォン）
原　島　　　博　（東京大学 名誉教授）
坂　野　義　光　（先端映像研究所）
本　田　捷　夫　（元千葉大学）
村　上　幹　次　（GIT）
村　上　伸　一　（東京電機大学）
山　田　博　昭　（元芝浦工業大学）
吉　川　　　浩　（日本大学）

伊與田　哲　男　（富士ゼロックス）
大久保　　　明　（バンダイナムコゲームス）
加　藤　才　治　（緑光舎）
亀　山　研　一　（東芝 研究開発センター）
岸　本　幸　臣　（元大阪教育大学、 羽衣国際大学）
コーエン、マイケル（会津大学） 
小　林　昭　彦　（小林歯科クリニック）
塩　沢　隆　広　（詫間電波工業高等専門学校）
清　水　京　造　（ビューマジック）
上　古　琢　人　（立体技研）
杉　浦　陽　子　（リコー）
鈴　木　正　一　（ＮＨＫメディアテクノロジー）

中　郡　聡　夫　（国立がんセンター東病院）
中　村　耕　治　（デンソー基礎研究所） 
羽　太　謙　一　（女子美術大学）
平　原　国　男　（平原生産技術事務所）
藤　井　俊　彰　（東京工業大学）
藤　田　倫　成　（エンゼル小児科医院） 
三　原　正　一　（インフォマティクス）
峯　松　万　尚　（アイアクト）
宮　尾　　　克　（名古屋大学）
山　内　　　真　（産業技術総合研究所）
行　松　慎　二　（中京大学 / 愛知淑徳大学） 
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Earthquake Engineering
Seismic Engineering
Tsunami Engineering
Disaster Prevention & Reduction

都市防災技術を網羅し、豊富な写真・図解でわかりやすく解説。
地震工学、耐震工学、津波工学、関連する都市防災など、
初学者・エンジニアを対象とした俯瞰的な教科書・手引書。 

フォーラムエイト パブリッシング刊
2013年4月15日発売

本体3,000円 ＋税定価

jishin-bosai.org



「VRプレゼンテーションと
　　　　　新しい街づくり」
「VRプ
　

エンジニアのためのITリテラシーとして、無料オフィスソフト
LibreOfficeの活用方法と関連情報知識を速習できる入門書。

2012年9月発売 本体1，500円 ＋税定価

2011年11月発売 本体3，480円 ＋税定価

2009年11月発売

本体2，800円 ＋税定価 本体3，800円 ＋税定価

2008年11月発売

2010年11月発売 本体2，800円 ＋税定価

付属DVD-ROMに収録のサンプルプログラムや
豊富な実例により、SDK（開発キット）を活用した
プログラミングの方法を丁寧に解説！

UC-win/RoadのSDK（開発キット）を活用したVR
のOpenGLプログラミングから、先端の並列グラ
フィック言語CUDAの応用まで、わかりやすく解説！

本体3，790円 ＋税定価本体 　88元 ＋税定価

「先端グラフィックス言語入門
　～ Open GL Ver.4 & CUDA ～」

「エンジニアのためのLibreOffice入門」

Androidアプリ開発の基礎と併せて、VR-Cloud®クライアントのAndroid
アプリ構築プログラミングを、豊富な実例をもとに学ぶ入門書。

2012年11月発売 本体1，500円 ＋税定価

「Androidプログラミング入門」
Linux 環境におけるスマートフォンアプリ開発の基礎と
3DVRアプリプログラミング

「数値シミュレーションで
　　　   考える構造解析」

「道路景観規劃設計軟件
  UC-win/Road実用教程」

「できる！使える！
　  バーチャルリアリティ」

「土木建築エンジニアの
　　　　　プログラミング入門」

BOOK

出版･販売書籍
にて販売中！

www.forum8.co.jp
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®
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®
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VR Simulation

開催日 開催地  会　場

5月20日(月)
～21日(火)

東 京 東京本社　セミナールーム

Seminar Information

Ver.UP

Ver.UP

4月24日(水) 名古屋 名古屋事務所　セミナールーム

7月  5日(金) 東 京 東京本社　セミナールーム

Ver.UP

開催日 開催地 会　場

4月19日(金) 仙 台 仙台事務所　セミナールーム

4月23日(火) 大 阪 大阪支社　セミナールーム

4月26日(金) 札 幌 札幌事務所　セミナールーム

7月  5日(金) 大 阪 大阪支社　セミナールーム

®

開催日 開催地  会　場

4月26日(金) 東 京 東京本社　セミナールーム

8月  9日(金) 東 京 東京本社　セミナールーム

  NEW



CAD Design/SaaS

FEM Analysis/BIM/CIM 
Ver.UP

®

® ®

～

Ver.UP



CAD Design/SaaS

Ver.UP

®

Ver.UP

  NEW   NEW

  NEW
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